


集落支援員・地域おこし協力隊の違い

集落支援員 地域おこし協力隊

求める人材 地域の実情に詳しい内部の人材 3大都市圏など都市部の外部人材

活動期間 制限（上限）なし 3年を上限とする

活動内容

集落の点検や現状把握が基礎的活動 地域に居住しての幅広い地域協力活動

兼務・副業 他の役割との兼務が可能 活動に支障のない範囲で副業を認める

求められる成果 点検等を踏まえた必要な施策の実施 活動地域への定住・定着

共通：地域課題の解決・地域おこし活動

＋

集落支援員と地域おこし協力隊を採用することで
相乗効果が期待される

新しい発想
新しい気づき

次世代へ引き
継ぎたいもの
残したいもの



まち探検（まち協） ニシンの網外し（漁業体験）

祭り参加（札幌学院大） 農家支援（ezorock）アンケート調査（R3試行） ワークショップ（ezorock）

浜益区内の活動の事例

地域課題の解決に直結はしないかもしれないが、
活動の積み重ねで解決の糸口につながるかもしれな
いと思って取り組んでいる活動

地元生徒と大学との連携（藤女子大学）



集落支援員の活動事例を見ると
浜益でも活用できそう・・・

どんな人に
どんなことをやってもらいた
いか

話し合ってみませんか？

事例から

どの事例も「集落の点検」を必須として、
○ 地域コミュニティの維持
○ 自治組織の在り方
○ 自分たちにできる地域づくり

などをテーマに活動している


